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１ 課題を取り上げた背景

現在、国有林野事業で使用している基本図では、表現されていない尾

根や谷等に遭遇することがあります。これは、基本図の等高線が空中写

真から作られ、樹木に覆われた地表面を正確に表現できていないためで

す。また、林道等の位置が正確に図示できていない場合もあり、搬出路

網の検討や現地踏査等に支障となる場合があります。平成28年熊本地震

後、林野庁が航空レーザー測量を実施したことから、国有林での航空レ

ーザー測量データの活用を図る取組を行いました。

２ 取組の経過

①林野庁から入手した航空レーザー測量データ（ＤＥＭ（数値標高モデ

ル））を使用して、ＧＩＳ（ＱＧＩＳ）により、地形を詳細に表現し

た等高線及びＣＳ立体図（微地形を色の種類や濃淡で立体的に表現し

た地形図で、その作成方法は公開されています。）を作成しました。

②現地での活用

・国有林ＧＩＳとＱＧＩＳに作成

した等高線を取り込み基本図の必

要箇所を印刷し、位置図等として

紙ベースでの利用を図りました。

・詳細な等高線を重ねたＣＳ立体

図を使用して地形判読を行い、路

網作設が困難と思われる箇所や作設に注意が必要と思われる箇所等、

特に現地確認が必要な箇所の抽出を行い現地踏査の資料としました。

１ｍ間隔で描いた等高線

・ＣＳ立体図をＧＰＳの背景図として、現地をピンポイントで確認して

搬出路の作設が可能かを検討しました。

・ＣＳ立体図を使用して、既存の搬出路の線形等の検証を行いました。

３ 実行結果

1ｍ間隔の等高線やＣＳ立体図

では、林道や作業道等の路網が反

映されることから、路網の正確な

位置を把握することができます。

10ｍ間隔の等高線を、基本図に取

り込むことで、今までの等高線に表れていない地形を把握することがで

きます。ＣＳ立体図は、搬出路等の作設に当たって、水道、湧水地点や
みずみち

地滑り地形等、注意が必要な箇所の把握に有効です。

４ 考察

航空レーザー測量データを活用した詳細な図面等は、森林の状況をよ

り一層的確に判断する必要がある林業において十分な活用を図ることが

可能であり、状況に応じた森林整備を実施するうえで路網作設の強力な

ツールになると確信しています。等高線やＣＳ立体図を作成するには、

航空レーザー測量で得られるＤＥＭデータが必要であり、林野庁が測量

を実施した区域以外は、国土地理院よりデータ提供を受けましたが、一

部データの無い地域があり、このデータの取得が今後の課題の一つです。

管内全ての国有林野の新たな等高線及びＣＳ立体図を作成し、その利用

を進めることで、路網等を作設しない方が良い場所や路網作設に注意が

必要な湧水箇所等の現地確認がピンポイントで行えるなど、地形等の状

況把握が効率よく行えるようになると考えます。この取組では、ハンデ

ィーＧＰＳにＣＳ立体図を入れて使用しましたが、より画面の広いスマ

ートホンやタブレット等での使用も検討すべきと考えます。

ＣＳ立体図（立石国有林）


